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聖書の教えに従って
お客様を敬い、
お仕えする

社会福祉法人
るうてるホーム法人報

るうてるケアの原点

法人報

後援会ご献金感謝報告

2022年 4月 1日から2023年 3月 31日までの献金総合計は、3,784,954 円ございました。多額のご献金に感
謝申し上げます。
今後とも皆様のご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。

＜教会＞日本基督教団寝屋川教会
＜個人＞熱田明子、安藤淑子、市野勝、稲葉通一、近江滋子、大内道雄・ますみ、大柴譲治、小川靖子、大黒環、柿原明彦、
小西三代、坂梨晶信・スズヱ、佐竹道子、高畑静女、髙嶺継夫・すみ子、手島弘美、中島圭、中島香奈、中田清子、中野邦子・麻、
中村みどり、永吉ミチ子、花田喜久美、久松喜代子、福原弘嗣、古田明美、穂満茂子、前田玲子、松岡蒼然・禎子、松本俊博・知恵子、
水野登美子、村井英樹、籾山昭恵、吉成弘、脇田献二（敬称略）

ご献金いただいた方々 (2023年3月16日～ 2023年6月26日)
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　るうてるホームはこの 10 月で移転 10 年の節目を迎えます。一
体型の建物となって 10 年。「支えられつつ、支えて」という「る
うてるケア」を継承し、それを質的にさらに高めてゆきたいと念じ
ています。COVID-19 も落ち着いてきましたので、夏には四年振
りの職員交流会を、そして秋には地域のためのフェスタ等を計画し
ています。この三年半に入職した職員はマスクを外した先輩の顏を
ほとんど見たことがありません。新型コロナウィルスは私たちから
相互交流の場や創造的な機会を減じてきました。今原点に戻って大切な交流関係を再構築し
てゆきたいのです。
　私自身は対人関係の基本をマルティン・ブーバーの『我と汝』（1923）から学んできました。
これまで私が牧師やチャプレンとして関わってきた、いのちの電話や牧会カウンセリング、
ホスピスでのターミナルケア、日本ルーテル神学校や上智大学グリーフケア研究所での CPE
（臨床牧会教育）やグループワークなど、すべての原点はそこにあります。ブーバーの哲学
は「対話の哲学」として様々な領域で大きな影響を与えてきました。今は岩波文庫や講談社
学術文庫などで入手できますので、対人援助職に関わる方々、人間関係に関心をお持ちの方々
にお勧めします。
　そこではこの世界は人間の取る二つの態度に応じて二重であると洞察されています。一つ
は世界に対して根源語 < われ - なんじ > を語る態度、他は根源語 < われ - それ > を語る態
度です。前者は自己の全存在を用いて親しく相手に「あなた」と呼びかける人格的な関係を
もたらしますが、後者は他者をどこまでも自分の経験・利用の対象（「それ」）として見てゆ
きます。前者は「今ここ」を大切にする対話的な態度、後者は独白的態度でもある。ブーバー
は根源語 < われ - なんじ > を語った典型として仏陀、ソクラテス、イエス、ゲーテの四人を
挙げ、< われ - それ > を語った者としてナポレオンを挙げています。悲しいことに、時間の
経過の中で<なんじ>関係は必ず<それ>という過去の記憶になってしまいますが、ブーバー
は言います。「真実の生とは出会いである」と。ブーバーの際立った特徴は、個々の < われ -
なんじ >の出会いの延長線上に向こう側から親しく呼びかけてくる「永遠の <なんじ >（神
/Something Great）」の存在がある点にあります。
　向こう側からの声に耳を澄ませながら、私たちも今ここを大切にしてゆきたいものです。

理事長・チャプレン
大柴  譲治

子羊を抱くイエス
（小嶋三義氏作）

　これまで活動を続けてきた「人材確保・育成委員
会」から「人材確保」を独立させたプロジェクトが
今年度から開始します。（プロジェクト名称未定）
　今までは、問い合わせのあった求職者や実習生に
向けて「るうてるホームで働きたい！」と思ってもら
えるようなアプローチに力を入れてきましたが、こ
のプロジェクトではもっともっと裾野を広げて、るう
てるホームを知らない学生や一般の方々にも、まず
は名前と存在を知ってもらえるように、そしてそこか
ら興味をもってもらえるような仕組みを考え、採用
に向けた母集団形成を目指して活動をすすめます。
　具体的には、学校教職員との関係を強化し、大
学や専門学校にゲストスピーカーとして出講できる
人材を増やします。また、実習やインターンシップ
の受け入れを積極的に行い、この仕事の魅力ややり
がいを「現場の生きた声」として発信していきます。
結局のところ、「自分の言葉で想いを語ることのでき
る人材育成」ということに尽きると思っています。
　最近の求職者は SNS などを駆使して求職活動を
行っています。まずは InstagramやTwitter、ホー
ムページの定期的な更新を通じて、求職者の心に響
くコンテンツやアプローチを考えながら、タイムリー

な情報発信に取り組んでいきます。他にもいっぱい
アイデアを出していきます。楽しみにしていてくだ
さい！
　プロジェクトのメンバーは、「やってみたい！関わっ
てみたい！」という職員 5 名でスタートしますが、た
くさんの仲間の協力を得ながら「アメーバー」のよ
うに拡げていく予定です。期間も 2 年間限定では
ありますが、その後も形を変えながら、るうてるホー
ムの職員だけにとどまらず、サービスを利用される
方々、入居者の方々や地域の方々も巻き込んでい
くことと思います。
　熱い情熱とそれに勝る遊びゴコロを爆発させ
て、楽しみながら励みます。るうてるホームに興味
が湧きましたら、いつでもお問い合わせください。
全力でお出迎えいたします！

I'm るうてる ! You 知ってる？ 私、言うてる！ 君、届いてる？
～人材確保プロジェクト始動～ プロジェクトリーダー　中島香奈

誤字・記載漏れがありましたら、お許しください。その旨お知らせ下されば幸いです。 



　2022 年度は第 3 期中期経営計画の 2 年目で

す。組織強化を目的として事業部間で部長の異動

を行い、引き続き組織活性化に向けた取り組みを

行ってきました。

　長年の課題であった給与規程の全面改定をし、

人事評価に関する規程等を新たに設けて、4 月よ

り導入しました。大幅な刷新をしたため、年度中

は意見集約を中心に制度の浸透に努めてきまし

た。また積極的な業務改善と生産性向上のための

介護リフトやタブレットを活用した介護記録ソフ

トの導入、看護師の夜間オンコール外注への検討

などをすすめてきました。

　新型コロナウイルス感染症の市中での拡大によ

り、11 月には特養でクラスターが発生し、在宅

サービスも複数の感染者により事業を休止するこ

ともありましたが、事業所間の積極的な協力によ

り、影響を最小限に留めることができました。し

かし、このような状況にあっても利用ニーズには

積極的に応え、過去の実績を超える事業やケアの

質を下げないチャレンジを怠らない事業など、チ

ームワークの向上が見られた一年でした。

　財務状況は、水光熱費や食材費、ガソリン代な

どの高騰が相次ぎ、予算の見直しを余儀なくされ

ましたが、府や市などの物価高騰対策補助金を一

部充当し、経常増減差額率は4.3％となりました。

　2023 年度は第 3期中期経営計画の折り返し年

にあたり、改めて私たちのビジョンとミッション

常務理事 石 倉 智 史

を全職員で共有し、事業活動すべての面におい

てイノベーションを起こすべく、様々なチャレ

ンジを行っていきます。

特に経営基盤安定化の面において、2024 年度

からの地域区分変更にともなう減収見込みは避け

ることのできない脅威です。備えるべきは、経営

にさらなるスピード感をもって取り組む姿勢と、

これまでにない意識改革をもとにした組織力、生

産性の向上です。業務負担軽減のための ICT 機

器や介護機器の導入をはじめ、事業環境評価を継

続し、具体的な解決に向けた取り組みを行いま

す。大きなところでは、公益財団法人 JKA より

特殊介助浴槽整備の補助をいただけることとな

り、秋ごろには入居者の方々への入浴支援がより

充実することが期待されています。

そして、自律性かつ信頼性の高い事業運営を

目指すため、確固たる職業倫理と質の高い人間

関係による専門的価値の醸成を通じて、社会福

祉法人としてのブランド化をすすめていきま

す。そのためにも適切な人員体制の確保が急務

となっています。人材獲得については年々困難

さが増しているなか、実習生の獲得や職場体験

の受け入れなど、積極的な広報を通じて就職へ

のマッチングを図っていきます。特に今年度から

は採用市場の現状の理解と分析、広報に特化した

プロジェクトを立ち上げ、既存の委員会との連携

を強化した取り組みをすすめていきます。

2022 年度事業報告・決算と 2023年度事業計画


